『津門雑記』のこと by 山口 一之
明
治
十
八
年
一
l
一
月
遣
消
大
使
二
随
こ
こ
に
『
津
門
雑
記
』
（
三
巻
、
消
•
張
熙
輯
）
を
紹
介
す
る
所
以
は
、
本
害
が
内
容
的
に
特
に
興
味
が
あ
り
、
ま
た
珍
密
で
あ
る
か
ら
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
本
害
が
当
館
蔵
「
花
房
文
廊
」
中
の
一
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
0
,
本
れ
m
は
、
そ
の
刊
記
に
よ
る
と
、
光
緒
十
年
秋
月
新
刻
、
滞
芸
山
荘
蔵
板
と
な
っ
て
お
り
、
張
熙
の
自
序
は
こ
の
年
の
重
陽
節
に
害
か
れ
て
い
る
°
重
陽
節
は
陰
暦
九
月
九
日
で
あ
る
か
ら
、
張
庶
の
序
文
は
肋
暦
一
八
八
四
年
一
0
月
二
七
日
に
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
°
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
本
芯
が
出
版
後
、
原
蔵
者
花
房
血
三
郎
の
賊
入
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
ち
、
大
正
一
五
年
二
月
花
房
仙
次
郎
氏
よ
り
本
館
に
寄
贈
さ
れ
、
花
房
文
廊
の
一
部
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
で
、
本
害
に
つ
い
て
の
思
念
は
浮
か
ん
で
こ
ぬ
で
あ
ろ
う
0
と
こ
ろ
が
本
害
の
峡
に
ま
、
,t 
『
津
門
雑
記
』
の
-
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フ
箆
鎚
直
識
と
墨
密
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
大
い
に
感
興
を
そ
そ
る
の
で
あ
る
O
花
房
直
三
郎
は
安
政
四
年
(
-
八
五
七
年
）
岡
山
藩
士
花
房
端
辿
の
三
男
に
生
ま
れ
、
明
治
三
一
年
内
閣
統
計
局
設
脳
以
来
大
正
五
年
ま
で
統
計
局
長
を
勤
め
、
我
国
統
計
の
整
備
と
進
歩
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
人
で
あ
る
°
統
計
局
長
と
な
る
前
に
は
、
東
京
外
国
語
学
校
嘱
託
‘
曲
犀
商
務
省
御
用
掛
、
太
政
官
御
用
掛
、
公
使
館
害
記
官
、
外
務
省
参
事
官
、
枢
密
院
書
記
官
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
芯
官
、
内
閣
害
記
官
、
統
計
課
長
を
歴
任
し
た
°
花
房
が
本
曹
を
購
っ
た
と
き
、
即
ち
明
治
一
八
年
―
―
―
月
に
は
、
外
務
省
御
用
掛
と
し
て
、
消
国
に
差
遣
さ
れ
た
特
派
全
権
大
使
伊
藤
捕
文
に
随
行
し
天
津
に
あ
っ
た
°
私
の
興
味
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
0
そ
こ
で
当
時
の
歴
史
的
事
情
を
少
し
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
山
口
之
伊
藤
博
文
が
特
派
全
権
大
使
と
し
て
消
国
に
差
造
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
前
年
（
明
治
一
七
年
）
京
城
に
突
発
し
た
所
謂
甲
申
事
変
収
拾
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
時
、
政
府
が
最
も
重
点
的
に
考
感
し
た
問
選
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
泊
関
係
処
理
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
朝
鮮
の
保
全
の
問
題
で
あ
っ
た
°
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
安
全
と
関
連
す
る
問
題
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
た
°
朝
鮮
が
統
一
権
力
を
欠
除
す
る
と
こ
ろ
か
ら
内
乱
を
ま
ね
き
、
そ
れ
に
乗
じ
て
第
三
国
の
干
渉
な
い
し
侵
賂
を
蒙
る
事
態
に
い
た
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
営
に
朝
鮮
一
国
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
栖
東
全
域
の
平
和
と
安
全
に
波
及
し
、
日
本
の
国
防
上
重
大
な
脅
威
と
な
る
こ
と
を
危
憚
し
た
の
で
あ
る
0
甲
申
事
変
勃
発
後
の
日
本
の
国
内
情
勢
は
、
「
暴
桁
問
懲
」
の
声
が
全
国
に
み
ち
、
非
戦
論
を
唱
え
た
朝
野
新
聞
社
へ
の
襲
撃
、
青
年
有
志
と
学
生
の
連
合
に
よ
る
上
野
公
園
で
の
大
示
威
迎
動
会
、
箔
国
公
使
館
乱
入
事
件
等
の
大
衆
逓
動
か
ら
、
義
勇
兵
出
願
、
平
資
金
献
納
申
出
な
ど
の
個
人
行
為
、
山
地
中
将
の
竹
添
公
使
切
腹
論
ま
で
と
び
出
し
、
憤
激
と
興
癒
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
°
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
日
本
の
軍
事
力
は
末
だ
対
消
戦
遂
行
の
実
力
な
く
、
ま
た
明
治
l
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『
津
門
雑
記
』
の
こ
と
四
年
以
来
の
紙
幣
撒
理
に
よ
っ
て
国
家
財
政
の
安
定
を
図
り
つ
つ
あ
っ
た
際
と
て
、
国
費
は
一
千
万
円
内
外
の
不
足
を
告
げ
て
い
た
°
更
に
日
沼
開
戦
に
よ
っ
て
惹
起
す
る
極
束
の
国
際
政
治
上
の
混
乱
は
、
欧
米
列
強
の
千
渉
を
誘
引
し
重
大
な
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
懸
念
が
充
分
で
あ
っ
た
°
政
府
は
こ
れ
ら
の
諸
条
件
か
ら
、
沖
国
と
の
交
渉
開
始
を
路
路
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
批
論
の
圧
力
と
伊
東
巳
代
治
大
芯
記
官
ら
の
建
策
に
お
さ
れ
、
朝
鮮
か
ら
日
消
両
国
が
撤
兵
し
て
平
和
を
保
ち
、
同
時
に
国
家
の
体
面
の
保
持
と
国
力
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
対
泊
交
渉
を
開
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
0
そ
の
交
渉
は
天
沖
で
お
こ
な
わ
れ
た
°
天
津
に
お
け
る
日
消
両
国
の
交
渉
は
、
一
、
締
結
さ
れ
た
天
津
条
約
第
三
条
が
日
泊
戦
争
の
禍
因
と
な
っ
た
こ
と
二
、
交
渉
過
程
に
お
け
る
両
国
全
権
の
脳
屈
に
は
、
列
国
と
く
に
ロ
シ
ア
の
進
出
を
危
淵
す
る
観
念
が
支
配
し
、
日
本
の
み
に
限
定
し
て
考
え
て
も
、
甲
申
事
変
処
理
の
意
図
と
1
的
は
対
函
間
姐
を
第
一
義
に
考
え
て
い
た
―-
、
天
津
会
談
中
、
李
泊
穿
全
権
か
ら
刺
鮮
を
μ
中
両
国
の
保
渡
国
と
し
、
両
国
共
同
で
朝
鮮
を
防
衛
す
る
密
約
を
提
級
し
て
き
た
が
、
こ
の
問
題
は
、
当
時
の
情
勢
下
に
お
け
る
日
中
の
提
携
と
朝
鮮
の
中
立
化
の
可
能
性
を
含
む
注
目
す
べ
き
提
案
で
あ
っ
た
四
、
李
の
日
中
密
約
提
蔽
は
柩
東
の
政
治
梢
努
に
刺
戟
さ
れ
た
発
想
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
提
議
も
国
際
梢
剪
そ
の
も
の
（
泊
仏
戦
争
、
英
鋸
の
戦
争
危
機
）
の
影
製
に
よ
り
死
産
と
な
り
、
そ
の
代
り
に
鬼
子
と
し
て
生
れ
た
の
が
天
津
条
約
第
三
条
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
へ
の
出
兵
を
相
互
に
承
認
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
五
、
こ
の
よ
う
な
天
津
条
約
を
生
ん
だ
国
内
の
政
治
条
件
と
し
て
は
、
対
泊
強
硬
論
、
そ
の
裂
返
し
と
し
て
の
恐
怖
感
が
あ
り
、
国
家
意
識
が
あ
る
°
後
進
国
間
の
連
郡
の
問
題
は
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
両
国
内
部
の
歴
史
的
条
件
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
六
、
天
禅
会
談
な
ら
び
に
同
時
に
生
起
し
た
英
廊
の
緊
張
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
内
梢
勢
は
対
外
問
題
に
収
緻
さ
れ
、
対
外
硬
ヘ
の
転
回
を
両
期
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
等
々
の
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
っ
て
い
る
°
た
だ
小
秘
は
そ
れ
ら
の
詳
細
を
述
べ
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
歴
史
的
背
恢
の
下
に
、
伊
藤
全
権
の
随
員
花
房
直
三
郎
に
よ
っ
て
天
津
で
購
入
さ
れ
た
意
味
深
い
芯
物
が
本
忠
で
あ
る
こ
と
を
、
私
の
感
興
の
わ
く
ま
ま
に
紹
介
し
た
訳
で
あ
る
O
因
み
に
伊
藤
の
特
派
全
権
大
使
任
命
は
朋
治
一
八
年
二
月
二
四
日
付
で
あ
っ
て
、
同
時
に
西
郷
従
道
（
参
談
兼
股
廂
務
卿
）
の
泊
国
差
述
、
井
上
毅
（
参
事
院
談
官
）
、
伊
東
巳
代
治
（
太
政
官
大
祁
宜
）
、
鄭
永
限
＇
（
外
務
権
大
芯
記
官
）
、
裔
辻
修
長
（
宮
内
少
因
記
官
）
、
牧
野
伸
顕
（
太
政
官
権
少
苫
記
官
）
、
花
房
直
三
郎
（
外
務
省
御
用
掛
）
の
随
行
が
発
令
さ
れ
て
い
る
°
全
権
一
行
は
三
月
一
四
日
大
活
培
、
伊
藤
と
随
員
数
名
は
直
ち
に
天
津
頒
事
館
に
入
り
、
西
郷
と
そ
の
他
の
随
員
は
一
五
日
に
領
事
館
に
入
っ
て
い
る
°
花
房
も
一
四
•
一
五
日
の
何
れ
の
H
に
か
天
津
領
事
館
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
0
日
泊
間
の
天
津
条
約
締
結
の
交
渉
は
、
四
月
三
日
か
ら
間
始
さ
れ
、
一
五
日
ま
で
続
い
て
妥
結
し
、
一
八
日
に
調
印
を
了
わ
っ
た
°
伊
藤
全
権
一
行
は
翌
一
九
日
虹
ち
に
天
祁
を
発
し
て
、
四
月
二
八
月
に
東
京
に
伽
約
し
た
°
花
房
が
本
択
を
贈
入
し
た
の
は
、
こ
の
一
ヵ
月
余
の
天
津
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
る
o
『
津
門
雑
記
』
（
津
門
は
天
律
の
意
）
に
記
さ
れ
て
い
る
天
津
の
諸
事
梢
は
、
こ
の
歴
史
的
時
期
に
お
け
る
天
津
の
情
況
を
し
の
ば
せ
、
本
苦
賊
入
の
甘
尿
と
共
に
一
肘
の
興
味
を
そ
そ
る
の
で
あ
る
o
（
木
館
和
咲
也
整
理
係
）
- 41-
